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新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査キットの安定確保について  

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。  

今般、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部より各都道府県等衛生

主管部（局）宛てに、標記の事務連絡が発出されるとともに、本会に対しても周知

方依頼がありました。 

新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査キットの供給については、「新型コロナ

ウイルス感染症の抗原定性検査キットの供給について」（令和４年７月２２日付日医

発第 756 号（技術）（地域））においてご案内の通り、卸業者並びに医療機関及び薬

局への情報提供を目的として、薬事承認された抗原定性検査キットのうち製造販売

業者の同意の得られた製品の製造販売業者における在庫状況は厚生労働省ホームペ

ージに掲載され、定期的に公表されることとなっております。 

本事務連絡は、今般の感染状況において、一部の製品について在庫量が相対的に

減少することも考えられる状況を踏まえ、迅速・スムーズに検査できる体制を確保

する観点から、特定の製品の入手が困難な場合には、公表している在庫状況を踏ま

え入手可能な製品の使用に切り替えるなど、抗原定性検査キットの安定確保に努め

ていただくよう依頼するものです。併せて、ＰＣＲ検査等に用いる試薬について特

定の製品が入手困難な場合には、抗原定性検査キットの使用に切り替えるなど、所

要の対応についても示されております。 

つきましては、貴会におかれましても本件に関しご了知いただきますようよろし

くお願い申し上げます。 

 



 

 

事 務 連 絡 

令 和 4 年 ７ 月 21 日 

 

   

公益社団法人 日本医師会 御中 

    

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

  

 

新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査キットの安定確保について 

 

新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査については、「現下の感染状況を踏まえたオミ

クロン株の特性に応じた検査・保健・医療提供体制の点検・強化について」（令和４年７月

５日付厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部事務連絡）において、患者の診

断に際しては、その場で簡便かつ迅速に検査結果が判明する抗原定性検査キットの積極的

な活用をすすめていくことが重要としているところです。また、高齢者施設等の集中的検

査において、PCR 検査や抗原定量検査による頻回の検査の実施が困難な場合に、抗原定性

検査キットをより頻回に（例えば週２～３回以上）実施することも有効とお示ししている

ところです。 

この抗原定性検査キットについては、各卸業者又は医療機関若しくは薬局において、そ

れまで購入していた抗原定性検査キットが一時的に入手困難になった場合も代替品を安定

的に購入可能となるよう、卸業者並びに医療機関及び薬局への情報提供を目的として、薬

事承認された抗原定性検査キットのうち製造販売業者の同意の得られた製品について、製

造販売業者における在庫状況を定期的に公表（※）しているところです（「新型コロナウイ

ルス感染症の抗原定性検査キットの供給について」（令和４年７月 15 日付け厚生労働省医

政局医薬産業振興・医療情報企画課事務連絡）） 

（※）厚生労働省 HP（URL:https://www.mhlw.go.jp/content/000965928.pdf） 

 

令和４年７月 11 日時点で、在庫量が 1000 万回以上の製造販売業者が複数あるなど十分

な量が確保されているところですが、今般の感染状況において、一部の製品について在庫

量が相対的に減少することも考えられます。 

こうした状況を踏まえ、迅速・スムーズに検査できる体制を確保する観点から、特定の

製品の入手が困難な場合には、公表している在庫状況を踏まえ入手可能な製品の使用に切

り替えるなど、抗原定性検査キットの安定確保に努めていただきますようお願いいたしま

す。また、PCR 検査等に用いる試薬について特定の製品が入手困難な場合には、抗原定性

検査キットの使用に切り替えるなど、所要の対応をお願いいたします。 

 貴団体傘下の医療機関等に周知いただきますようお願いいたします。  以上 


